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～ 災害に備えた心構え ～

・日頃から災害に備えた体制づくり
いつ災害が発生しても対応できる組織や連絡体制をつくりま
しょう。
平時から、緊急時の避難先やハザードマップを確認しておきま
しょう。

・第一報は素早く宿泊客に伝える
災害に関する第一報を素早く発信することで、宿泊客への信頼
と安心につながります。
その後の情報提供は定期的に行いましょう。

・落ち着いて、丁寧に、はっきりと対応する
災害対応時は、宿泊客が不安にならないよう、慌てたりせず、
落ち着いて、丁寧に、はっきりと対応しましょう。

Point 1

Point 2

Point 3
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●緊急地震速報後の対応

●地震発生直後の対応

チェック 対応

■周囲の宿泊客、スタッフに身の安全を確保するように呼びかけ
■呼びかけ例
「緊急地震速報です。身の安全の確保をお願いします。」

チェック 対応

■宿泊客、スタッフに落ち着いて行動するように呼びかけ（館内放送など）
■呼びかけ例
「だだいま地震が発生しました。
スタッフはお客様と施設の安全確認をお願いします。
お客様はそのままお待ちください。
また、閉じ込めの危険があるため、エレベーターは使用しないでください。」

■火元の安全確認、避難経路の確認
・火災発生の場合は初期消火活動及び119番通報
・安全に退避できる避難経路を確保確認

■宿泊客の安全確認、（※屋外への一時避難誘導）
・けが人が等がいないか確認。
・けが人がいる場合は、応急手当、救急車の要請（119番通報）
・エレベーターやトイレなどに閉じ込められている宿泊客がいないか確認
・（※施設の耐震性に応じて、宿泊客の屋外への誘導）

■災害等に関する情報収集
・よかなび災害情報ページやニュース
（テレビ、ラジオ、インターネット）等で
災害状況を情報収集。
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地震（津波）発生時の緊急対応

＜よかなび＞

※災害発生時にすぐ対応できるよう、緊急対応リストを身近なところに用意して
おきましょう
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●施設確認・情報収集終了後の対応
チェック 対応

■施設の安全確認（火災や倒壊の危険性など）

■避難・館内待機の判断
※施設の安全性が確認できず避難する場合は、 避難のタイミングについても判断

チェック 対応

■災害状況（館内待機）についての説明（館内放送など）
■説明例
「先ほど○○○○において震度○の地震が発生しましたが、施設の安全が確認されましたの
で、館内でお過ごしください。また、余震発生の可能性もありますので、窓ガラス等の危険な
箇所から離れるなど安全の確保をお願いします」

■ 情報収集の継続と宿泊者への情報提供・注意喚起（適宜）

■宿泊者からの問い合わせに対する対応（適宜）

【安全確認時】

チェック 対応

■避難所及び避難場所の確認（※平時から避難場所を確認しておきましょう）

・避難場所、及び避難場所までの避難ルートの安全を確認。
・津波の場合は高台などを確認。

■ 避難誘導に向けスタッフを配置

■宿泊客、スタッフに落ち着いて避難するように呼びかけ（館内放送など）
■呼びかけ例
「先ほど○○○○において震度○の地震が発生しました。
館内におきまして被害が確認されましたので、お客様は安全確保のため避難をお願いします。
ただいまからスタッフが避難誘導いたしますので、スタッフの指示に従い、避難をお願いします。」

■ 避難誘導

・スタッフは、目立つ服装、目印になるものを持って先導。

■ 避難誘導もれがないか館内の確認（宿泊名簿の確認や点呼など）

【避難時】

【ポイント】
・避難所の開設状況
・施設周辺の状況
・施設の被害状況 など



●台風・大雨の恐れ

●注意報・警報発表時

チェック 対応

■台風等に関する情報収集
・テレビ、ラジオ、インターネットで気象情報を収集。

■ハザードマップで施設周辺の浸水や土砂災害等の可能性を確認
■福岡市総合ハザードマップ
https://webmap.city.fukuoka.lg.jp/bousai/c_contact.html

■施設の風雨対策を実施
・施設周辺にある飛びやすい備品等の撤去・固定。
・客室のカーテンを閉める。
・停電の備え。

チェック 対応

■災害等に関する情報収集
・よかなび災害情報ページやニュース
（テレビ、ラジオ、インターネット）等で
災害状況を情報収集。

■台風（大雨）の状況、交通機関の運行状況についての説明
（館内放送など）

■説明例
「台風○号接近に伴い、福岡地方に大雨注意報が発表されました。
JR九州が発表した情報によると、○時より、九州新幹線、在来線ともに運休となります。」

■宿泊客に館内待機の呼びかけ（館内放送など）
■呼びかけ例
「今後雨や風が急激に強まる恐れがあります。
お客様は、不要不急の外出は控え、館内でお過ごしください。」

■施設の安全確認
・施設の被害状況の確認。 5

台風・風水害発生時の緊急対応

＜よかなび＞
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●高齢者等避難・避難指示発令時
チェック 対応

■台風（大雨）の状況・避難（館内待機）についての説明（館内放送など）

■説明例
「福岡市内に避難指示が発令されました。施設周辺での災害の危険性は低いですが、安
全に留意しつつ館内でお過ごしください。」

■情報収集の継続と宿泊者への情報提供・注意喚起（適宜）

■宿泊者からの問い合わせに対する対応（適宜）

【館内待機】

チェック 対応

■避難所及び避難場所の確認
・避難、及び避難場所までの避難ルートの安全を確認。

■避難誘導に向けスタッフを配置

■宿泊客、スタッフに落ち着いて避難するように呼びかけ（館内放送など）
■呼びかけ例
「先ほど福岡市内に避難指示が発令されました。
館内周辺で浸水の危険性がありますので、お客様は安全確保のため避難をお願いします。
ただいまからスタッフが避難誘導いたしますので、スタッフの指示に従い、避難をお願いしま
す。」

■避難誘導
・スタッフは、目立つ服装、目印になるものを持って先導。

■避難誘導もれがないか館内の確認（宿泊名簿の確認や点呼など）

【避難時】

●施設確認・情報収集終了後の対応
チェック 対応

■避難・館内待機の判断
※施設の安全性が確認できず避難する場合は、 避難のタイミングについても判断

【ポイント】
・避難所の開設状況
・施設周辺の状況
・ハザードマップの確認
・施設の損傷状況 など
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●震度と揺れ等の状況（概要）
災害への備え（準備リスト）

項目 備蓄品等

停電の備え □懐中電灯 □ランタン
□発電機 □発電機の燃料
□ポータブル電源装置 □無停電電源装置
□携帯電話・スマートフォン用充電器
□電池式ラジオ □バッテリー稼働型のPC

館内待機の備え □保存食 □保存飲料
□非常用簡易トイレ □サバイバルブランケット
□テレビ

避難誘導の備え □メガホン □トランシーバー
□交通誘導棒 □ホイッスル
□車いす □担架・ストレッチャー

災害情報提供
のための備え

□ホワイトボード □模造紙（ポスターの裏面）
□マジック □テープ
□退避施設等の案内チラシ

その他 □レインコート（携帯用） □ヘルメット
□ガムテープ □軍手
□救出用の道具（バール、ハンマー、鋸等）
□カイロ

※上記のほか、必要な備品がありましたら、各施設でご準備ください。



ガス供給の停止 安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度以上の揺れで遮断装置が作動し、ガ
スの供給を停止する。
さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止まることがある※。

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することがある※。

鉄道の停止、高速道
路の規制等

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安全確認のため、運転見合わせ、速
度規制、通行規制が、各事業者の判断によって行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域
によって異なる。）

電話等通信の障害 地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・インターネット等による安否確認、
見舞い、問合せが増加し、電話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。
そのための対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業者により
災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が行われる。

エレベーターの停止 地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあった場合、安全のため自動停止する。
運転再開には、安全確認などのため、時間がかかることがある。

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が停止することがある。

●ライフライン・インフラ等への影響

出典：気象庁「気象庁震度階級の解説（平成21年3月）」
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●震度と揺れ等の状況（概要）

地震発生時・発生後の状況（震度レベル）
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●震度と揺れ等の状況（概要）
警戒レベル（避難情報等）

出典：内閣府ホームページ



災害発生時対応文例集

出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」
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出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」
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出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」
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出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」
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出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」
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出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」
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ピクトグラム事例集（作成例）

出典：国土交通省九州運輸局「訪日外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル（平成29年2月）」

ピクトグラム（標準案内用図記号）は、公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団のホームページにも掲載されています。
http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/pictogram/picto_top2021.html
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●震度と揺れ等の状況（概要）
要配慮者への配慮事項

出典：東京都「外国人旅行者の安全確保のための災害時初動対応マニュアル（令和元年6月）」

災害に慣れていない外国人の行動（留意点）

 災害そのものを理解できない人がいます。
 災害後の停電や断水等を理解できない人がいます。
 災害後もエレベーターを使おうとする人がいます。
 ほとんどの外国人旅行者は最新の正しい情報を入手できません。
 外国人旅行者の関係者から安否や所在の問い合わせが殺到します。
 外国人旅行者の多くは被災している場所からの移動を希望します。
 地震や余震の揺れによる恐怖でパニックを起こす人がいます。
 台風が接近しているにもかかわらず出かけようとする人がいます。

 高齢者への配慮事項
・災害情報、避難情報など重要な情報は、大きな声で、ゆっくり、はっきり
伝えましょう。
・避難を行う際、杖をついている方などは、車いすを利用して避難場所へ
誘導しましょう。

 視覚障がいのある方への配慮事項
・落下物やガラス類の破片でけがをしないよう、周囲の被害状況（安全
であること）を伝えましょう。
・避難を行う際、介助者がいない場合は、スタッフが付き添って避難場所
へ誘導しましょう。

 聴覚障がいのある方への配慮事項
・不安を解消していただくため、災害状況などを、筆談や掲示等で情報
提供しましょう。

 車いすの方への配慮事項
・避難を行う場合は、車いすで避難することができる経路の確保・確認を
行いましょう。
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